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富 士 吉 田 市  新 倉 浅 間 公 園 よ り 

写 真 提 供  山 梨 県 富 士 山 レ ン ジ ャ ー 



 

 

第１７回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 
 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識や関心を深め、美しい富士山を将来

にわたり守り引き継ぐことを決意した「富士山憲章」の普及定着を図るため、富士山にあてた年賀状を募

集しました。39都道府県から1169点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞3点、優秀賞6点、審査

員長賞1点、審査員特別賞4点、企画力賞2点、表現力賞2点、メッセージ賞2点を含めた入選200点を決定

いたしました。たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

審 査 員 

審査員長 櫻井  孝美 氏（安井賞受賞画家） 

審査員  松島  仁  氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授） 

     五十嵐 哲也 氏（山梨県富士技術支援センター 主幹研究員) 

     鈴木  文晃 氏（山梨県富士技術支援センター 主任研究員） 

     瀧澤  智子 氏（山梨県立美術館 主査・教育主事） 

     小倉  良二 氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長） 

審 査 員 総 評 

◆ 200点中20点が賞の対象で、1割を選ぶことは選外作品も心残りになる。200点とも、とてもワクワク 

 心に響く作品であった。作者の制作プロセスを想像できる様な楽しい嬉しい作品ばかりであった。 

◆ 富士山が、さまざまな時間や天候のなかで魅せてくれる美しい表現を、ときに鮮やかな、ときにシッ 

 クな色調の中に再現している作品が多く、楽しませていただいた。小学生の作品の中に環境への 

 メッセージが含まれているのも心強かった。 

◆ 富士山という一つの存在に託され、また想起される驚くほど様々なメッセージや記憶、印象的な 

 ビジョンが、多様な姿で届けられ、表現されたはがきを見るのは、とても楽しい経験であった。 

 最優秀賞 

富士山憲章ニュース 

渡邊 甲惟（山梨県） 寺田 奈央加（愛知県） 
山口 あゆみ（三重県） 

200点の中で一番インパクトのあ

る作品だろう。富士山の台形を擬

人化し、人の頭、顔に色面（多

色）分割的な抽象的表現で、メッ

セージも心に伝わる。文章も心に

伝わる。文字の表現もアイデア

いっぱいで良い。 

まだ見ぬ富士山への憧れ、美しい

夕闇に溶け込むおぼろげな富士山

の姿がよく描かれている。 

夕暮れのグラデーションが豊かな

後景と平面的・図案的な前景の対

比が見事。しかも両者が不協和音

をきたさず調和している。 

富士山への慈しみに溢れる一枚。

いたわりの心が画にも詞にも感じ

られる。 

普段は父や母に例えられる富士山

が幼子のように大切にされる存在

とする、優しい眼差しが印象的

だった。 



 

 

 メッセージ賞 

 企画力賞 

 表現力賞 

審査員特別賞 

優秀賞 

 審査員長賞 

梶原 伊織（山梨県） 松井 南菜子（山梨県） 田代 薫子（神奈川県） 

堀内 開斗（山梨県） 中垣 佳穂（愛知県） 杉山 しげ行（新潟県） 

深澤 妃和（山梨県） 渡邉 みくる（山梨県） 
高山 香歩（山梨県） 

早川 大貴（山梨県） 渡辺 一毅（山梨県） 宮下 かなで（山梨県） 天がた ちなつ（山梨県） 

武藤 苺香（山梨県） 梶原 旅人（山梨県） 竹本 智織（山梨県） 菊田 かれん（山梨県） 



 

 

 

本
年
度
、
第
１
回
目
の
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
は
、
46
名
の
方
に
ご
応
募
し
て
頂
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
悪
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

11
月
２
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
富
士
山
エ
コ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
31

名
の
参
加
者
と
、
世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成

資
産
で
あ
る
旧
胎
内
（船
津
胎
内
樹
型
）か
ら

新
胎
内
（吉
田
胎
内
樹
型
）
、
そ
し
て
中
ノ
茶

屋
ま
で
の
古
道
を
散
策
し
ま
し
た
。 

      

     
 

 

 

普
段
は
あ
ま
り
入
る
機
会
の
な
い
胎
内
樹

型
を
く
ぐ
り
、
富
士
講
な
ど
に
関
す
る
解
説

を
聞
き
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。
午
後

は
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
環
境
学
習
会

を
行
っ
た
り
、
富
士
山
憲
章
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
不

法
投
棄
の
現
状
を
目
に
し
、
そ
れ
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
富
士
山
の

環
境
保
全
の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
「
富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法
投
棄

防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ーB

E
L
L

で
行
い
ま
し
た
。
例
年

は
、
啓
発
物
品
を
来
場
者
の
方
に
配
り
な
が

ら
不
法
投
棄
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
呼
び
か
け
に
加
え
、
会
場
付
近
の

国
道
の
清
掃
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
３
７
０
名
の
方
へ
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

可
燃
ゴ
ミ
約
４
kg
、
不
燃
ゴ
ミ
約
１
kg
を
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

冬
タ
イ
ヤ
へ
の
換
装
期
に
自
動
車
整
備
振
興

会
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
が
、
最
近
は
古
タ
イ
ヤ
だ
け
で
な
く
、

冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
や
一
般
ゴ
ミ
な
ど

の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
地
元
の
方
に
対
し
て
不
法
投
棄
の
防
止

を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
、
不
法
投
棄
を
抑
止

す
る
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
監

視
の
目
を
増
や
す
効
果
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
を
あ
げ
て
不
法
投
棄
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
よ

い
地
域
作
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

         
本
年
度
の
「富
士
山
憲
章 

国
道
清
掃
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」は
、
富
士
山
ク
ラ
ブ
が
実
施
す
る

「ぐ
る
り
富
士
山
風
景
街
道
一
周
清
掃
２
０
１

９
」と
連
携
を
図
る
形
で
、
１１
月
２３
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
静
岡
県
と
の
県
境
付
近
か
ら
本
栖

チ
ェ
ー
ン
脱
着
所
付
近
の
清
掃
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
60
名
で
約
２
時
間
清
掃

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
可
燃
ゴ
ミ
が
１
５
０

kg
、
不
燃
ゴ
ミ
が
30

kg
と
、
非
常
に
多
く
の

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
種

類
と
し
て
は
、
お
弁
当
の
容
器
や
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
一
般
ゴ
ミ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

                  

一
人
ひ
と
り
が
環
境
保
全
の
た
め
の
意
識
を

も
ち
行
動
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
も

減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
富
士

山
を
末
長
く
後
世
へ
引
き
継
い
で
行
く
た
め
、

ぜ
ひ
皆
様
に
も
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。  

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

第
２
回 
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等 

 
 
 

不
法
投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

富
士
山
憲
章 

国
道
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

解説を聞いている 

参加者の皆さん 

船津胎内をくぐりました 

啓発物品を受け取ってくれる来館者の方 

開会式の様子 こんなにゴミが集まりました 



 

山
梨
県
・
静
岡
県
・
神
奈
川
県
合
同
富
士

箱
根
伊
豆
地
域
不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
令
和
元
年
10
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
道
の
駅
富
士
吉
田
に
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
お
り
、
各
県
の
環
境
課
や
警
察
、

環
境
省
な
ど
が
啓
発
物
品
を
配
り
な
が
ら
不

法
投
棄
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
は
巡
回
中
に
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
場
合
、
自
治
体
と
関
係
機
関
へ
報
告

し
て
お
り
、
昨
年
12
月
ま
で
に
90
件
発
見
し

ま
し
た
。
き
れ
い
な
富
士
山
の
た
め
に
も
不

法
投
棄
防
止
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

冬
山
登
山
啓
発 

 

令
和
元
年
12
月
20
日
、
富
士
山
青
木
ヶ
原

樹
海
等
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
議
会
は
、

山
梨
県
、
環
境
省
、
有
識
者
、
関
係
行
政
機

関
、
エ
コ
ツ
ア
ー
業
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
お
り
、
青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
の
自
然
環
境

を
守
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
ガ
イ
ド
を
養

成
、
環
境
に
配
慮
し
た
ツ
ア
ー
の
実
施
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

年
々
、
加
入
団
体
が
増
え
て
お
り
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、
本
年
度
の

青
木
ヶ
原
樹
海
に
お
け
る
巡
回
記
録
を
ま
と

め
、
発
見
・
啓
発
し
た
問
題
行
為
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
一
般
の

観
光
客
に
は
青
木
ヶ
原
樹
海
を
散
策
す
る
と

富
士
山
青
木
ヶ
原
樹
海
等 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会 
２
０
１
９
年
10
月
～
２
０
２
０
年
１
月 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

 

令
和
元
年
10
月
か
ら
「
山
梨
県
登
山
の
安

全
の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、

富
士
山
の
３
０
０
０
Ｍ
以
上
の
エ
リ
ア
、
南

ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
で
は
登
山
届
の
提
出
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
梨
県
と
県
警
で
は
毎
年
、
厳
冬
期
の
富

士
登
山
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登

山
届
を
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
登
山

届
を
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
富
士

山
へ
登
っ
て
い
い
と
い
う
許
可
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
冬
季
閉
鎖

中
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

冬
山
事
故
の
大
き
な
原
因
は
、
自
分
の
技

術
を
過
信
し
て
慢
心
す
る
こ
と
で
す
。
危
険

を
感
じ
た
ら
す
ぐ
さ
ま
引
き
返
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
遭
難
事
故
防
止
の
た
め
に
も

登
山
届
を
必
ず
提
出
し
、
安
全
登
山
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

山
静
神
合
同
不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

き
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
が
周
知
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
も
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
を
保

全
す
る
た
め
、
青
木
ヶ
原
樹
海
を
利
用
す
る

た
く
さ
ん
の
人
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
周
知
・

徹
底
す
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

 

今
年
度
の
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

は
、
昨
年
９
月
に
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム

館
に
て
第
16
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富

士
山
あ
て
年
賀
状
～
と
の
共
同
展
示
実
施

や
、
12
月
に
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双
葉
で
初

展
示
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
し
い
試
み
を
取

り
入
れ
な
が
ら
行
い
、
県
内
外
計
16
箇
所
に

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
快
く
会
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
お
よ
び
会
場
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ

い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年
度
も

写
真
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

多くの人へ不法投棄防止を呼び掛けました 

ラザウォーク甲斐双葉にて 

多くの方にご覧いただきました 

どんな登山行程か、装備はちゃんとしているか、 

確認していきます 

協議会では様々な意見が飛び交いました 



そぞろ あるき 

不
定
期
連
載
し
て
参
り
ま
し
た
「
そ

ぞ
ろ
あ
る
き
」
、
ち
ょ
っ
と
仕
切
り
直

し
て
再
開
で
す
。
山
梨
県
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
巡
回
エ
リ
ア
で
あ
る
富
士
北

麓
を
中
心
に
、
近
く
遠
く
富
士
を
望
み

な
が
ら
、
と
き
に
は
ぶ
ら
り
と
、
足
元

の
史
跡
に
も
立
ち
寄
っ
て
、
過
去
と
現

在
と
を
行
き
来
も
し
つ
つ
、
「
そ
ぞ
ろ

あ
る
き
」
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

八
面
玲
瓏
と
讃
え
ら
れ
る
富
士
山
。

誰
も
が
姿
を
想
い
浮
か
べ
て
単
純
に
図

像
化
で
き
る
ほ
ど
そ
の
山
容
は
広
く
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
謂
わ
ば
全
方
位
的

に
確
立
さ
れ
て
い
る
そ
の
「
ア
イ
デ
ン 

 

テ
ィ
テ
ィ
」
は
、
自
然
存
在
と
し
て
の

富
士
火
山
の
特
質
と
、
そ
の
土
台
の
上

に
文
化
を
育
ん
で
き
た
人
間
の
営
み
と

が
織
り
な
す
「
歴
史
の
労
作
」
と
言
っ

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
そ
の
富
士
山
。
実
際
に
は
東

西
南
北
で
ず
い
ぶ
ん
趣
が
変
わ
り
ま

す
。
「
へ
え
、
こ
ん
な
ふ
う
に
も
見
え

る
の
か
！
」
と
、
改
め
て
実
見
し
た
富

士
の
姿
に
驚
い
た
経
験
を
お
持
ち
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
千
変
万
化
す
る
富
士
の
見
え
方
の

ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
に
、
「
こ
の
角
度

か
ら
の
、
こ
の
見
え
方
が
た
ま
ら
な

い
」
と
い
っ
た
、
恋
し
い
相
手
に
対
す

る
一
種
の
偏
愛
に
も
似
た
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
―
―
い
ざ
出
発
で
す
。 

始
め
は
や
は
り
、
山
梨
県
立
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
「
セ
ン

タ
ー
」
と
略
記
）
か
ら
で
す
。
ほ
ぼ
真

南
に
富
士
山
を
望
み
ま
す
（
図
①
・

②
）
。
山
に
は
、
眺
め
る
位
置
に
よ
り

向
き
も
変
わ
っ
て
く
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
顔
」
が
あ
る
よ
う
で
す
。
富
士
山
の

場
合
は
更
に
「
眼
」
が
あ
り
、
し
か
も

三
六
〇
度
、
常
に
「
眼
」
が
合
っ
て
い

る
感
覚
を
お
ぼ
え
ま
す
。
こ
こ
で
い
う

と
、
彫
の
深
い
「
吉
田
大
沢
」
が
顔
の

正
面
、
山
頂
部
の
「
白
山
岳
」
が
眼
に

相
当
し
ま
す
。
白
山
岳
が
尖
っ
て
い
る

の
で
、
少
し
片
眉
を
上
げ
て
此
方
を
見

据
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
せ
ん

か
？ 

昔
の
村
絵
図
に
お
い
て
も
、
当

時
の
人
た
ち
も
こ
の
特
徴
を
よ
く
把
握

し
て
い
て
、
日
々
暮
ら
す
自
分
た
ち
の

眺
め
て
い
る
富
士
の
姿
を
正
確
に
描
い

た
こ
と
が
解
り
ま
す
（
図
③
）
。
足
元

に
目
を
移
せ
ば
、
今
も
所
々
に
見
ら
れ

る
「
道
標
」
を
手
掛
か
り
に
、
富
士
と

と
も
に
あ
る
人
々
の
か
つ
て
の
暮
ら
し

を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
も
道
標
を
模
し
た
作
品
が
あ

り
、
「
右
た
き
ぎ
と
り
み
ち 

左
御
山

の
ぼ
り
み
ち
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す

（
図
④
）
。
も
と
と
な
っ
た
石
造
物

は
、
吉
田
口
登
山
道
下
部
の
「
中
ノ
茶

屋
」
に
あ
り
ま
す
。
「
御
山
」
は
当
地

で
富
士
山
の
こ
と
。
富
士
山
が
登
拝
信

仰
、
日
常
生
活
共
に
、
人
々
と
密
接
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
古

代
、
「
甲
斐
」
と
呼
ば
れ
た
山
梨
県
。

「
甲
斐
」
の
語
源
は
道
と
道
と
が
交
わ

る
「
交
ひ
」
か
ら
と
も
。
「
甲
斐
国
」

に
属
し
た
富
士
北
麓
も
、
富
士
を
仰
ぎ

富
士
に
見
お
ろ
さ
れ
、
様
々
な
ヒ
ト
と

モ
ノ
と
が
行
き
交
う
舞
台
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

ぐ
る
り
・ぶ
ら
り
・ふ
じ
め
ぐ
り 

① 

図①山梨県立富士山世界遺産センター 展望台より 

黄色の矢印が「吉田大沢」。白い矢印が「白山岳」。 

図②富士山北面鳥瞰図 「吉田口登山道」が頂へと延びる 

図③大嵐村外六ヶ村絵図（センター企画展「吉田口登山道

の騮ヶ馬場と流鏑馬」展示解説より） 

図④道標をもとにした作品（浜田彰三氏 制作） 

再開！ 

＆新章スタート 

吉田口登山道 

吉田大沢 

白山岳 

世界遺産センターから見

た富士山の方向 



 

今
回
は
、
河
口
湖
か
ら
見
る
富
士
山
と
桜

の
美
し
い
風
景
を
お
勧
め
し
ま
す
。
富
士
北

麓
地
域
は
、
標
高
８
０
０
ｍ
か
ら
１
０
０
０

ｍ
付
近
に
位
置
し
、
甲
府
盆
地
よ
り
も
気
温

が
５
度
前
後
低
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
春

の
訪
れ
、
花
見
の
機
会
も
遅
れ
て
到
来
し
ま

す
。
し
か
し
、
晴
れ
れ
ば
桜
だ
け
で
は
な
く

美
し
い
富
士
山
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し

め
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
中
で

も
オ
ス
ス
メ
す
る
の
は
、
河
口
湖
北
岸
、
河

口
湖
円
形
ホ
ー
ル
中
心
に
開
催
さ
れ
る
「
富

士
・
河
口
湖
さ
く
ら
祭
り
」
（
４
月
開
催
・

期
間
要
確
認
）
で
す
。
オ
ス
ス
メ
す
る
理
由

は
次
の
３
点
の
と
お
り
で
す
。 

期
間
中
は
無
料
駐
車
場
が
有
り
ま
す
。 

桜
の
ス
ケ
ー
ル
感
が
満
喫
で
き
ま
す
。 

（
湖
畔
沿
い
に
約
200
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
植
え
ら
れ
豪
華
絢
爛
で
す
。
） 

湖
畔
に
は
富
士
山
が
バ
ッ
チ
リ
で
す
。 

（
天
気
が
良
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
景
色
で

す
。
） 

ま
た
、
さ
く
ら
祭
り
期
間
中
に
は
、
景
色

が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
店
舗
が

出
店
し
て
い
る
た
め
、
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル
メ

を
堪
能
し
た
り
、
雑
貨
店
を
め
ぐ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
発
見
、
な
ん
て
楽
し
み
を

見
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
暖
か
い
日
に

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
い
て
、
満

開
の
桜
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

昼
間
だ
け
で
物
足
り
な
い
方
は
、
日
没
か

ら
21
時
ま
で
の
湖
畔
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
要

チ
ェ
ッ
ク
。
幻
想
的
な
世
界
を
堪
能
す
れ

ば
、
も
う
あ
な
た
も
富
士
北
麓
フ
ァ
ン
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
必
至
で
す
。
会
場
周

辺
に
は
、
芸
術
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き

る
施
設
も
揃
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
少
し
足
を
の
ば
し
て
他
の
桜
ス
ポ
ッ

ト
を
ま
わ
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
春
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
石
公
園
ま
で

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
距
離

は
2.5
キ
ロ
、
時
間
に
し
て
約
１
時
間
弱
の
距

離
で
す
。
途
中
、
車
道
を
歩
く
の
で
注
意
が

必
要
で
す
が
、
長
崎
公
園
を
経
由
し
、
湖
岸

沿
い
を
歩
き
な
が
ら
春
の
富
士
山
を
眺
め
ら

れ
ま
す
。 

大
石
公
園
に
着
い
た
後
も
湖
畔
の
遊
歩
道

沿
い
に
整
備
さ
れ
た
芝
桜
、
通
称
「
花
街

道
」
を
楽
し
み
な
が
ら
富
士
山
、
河
口
湖
を

堪
能
で
き
ま
す
。
車
な
ら
さ
く
ら
祭
り
会
場

か
ら
数
分
で
大
石
公
園
で
す
。
公
園
と
隣
接

し
て
大
型
無
料
駐
車
場
が
用
意
さ
れ
て
い
る

の
で
と
て
も
便
利
で
す
。 

た
だ
、
日
に
よ
っ
て
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

あ
り
ま
す
。
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。 あ

と
ひ
と
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
富
士

北
麓
地
域
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

草
花
を
取
っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
ど
の

マ
ナ
ー
違
反
を
な
さ
ら
ず
、
是
非
、
富
士
北

麓
エ
リ
ア
の
春
、
自
然
体
験
を
楽
し
み
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

〔
バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス
〕 

河
口
湖
駅
か
ら
富
士
急
バ
ス 

 
R
ed

 L
in

e

（
周
遊
バ
ス
）
で
約
20
分
。 

「
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場 

 
 

木
の
花
美
術
館
」
バ
ス
停
で
下
車
。 

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

富
士
河
口
湖
町
役
場 

観
光
課 

☎
0

5

5

5-

7

2-

3

1

6

8  出典：国土地理院 

〔大石公園〕 

公園内にはおしゃれなカフェ、地

域の野菜やフルーツ、お土産が販売

されている売店があります。晴れて

いれば素晴らしい景色が見られるス

ポットです。隣接して大型無料駐車

場が有ります。 

〔さくら祭り会場〕 

案内板で公園内や桜の花につい

て説明されています。 

赤線が2.5ｋｍのウォーキングコース 

☆
春
の
オ
ス
ス
メ
！ 

  

『
桜
と
河
口
湖
と
富
士
山
』 



富士山が閉山している秋･冬の間でも、レンジャーは山麓や富士山周辺の山々の巡回や地元学校など 

への環境学習、ボランティアと連携した清掃活動、写真展の開催など精力的に活動しています。 

そんな活動の一部を北麓の自然と共に写真でご紹介します。 

← ｢れんじゃー写真缶｣は富士山レンジャーの活動や目にした風景などの一部をギュッと詰めた 

    フォトアルバムです。ぜひ左記サイトも覗いてみて下さい。｢富士山レンジャー通信｣で検索☆  

エコトレッキング 

カワセミ 

エビネの仲間 

エコツアーGL推進協議会に向けた下見 

精進パノラマ台より 

竜ヶ岳より 

環境学習会 

ブナの大木 

不法投棄 

ハグロトンボ 

アケビ 

ツチガエル 

サラシナショウマ 

謹賀展示 

レンジャー写真展 

マーキング回収 

東海自然歩道点検 

アカヤマドリ 

不法投棄防止CP 



ごはんの炊き方（1～2人分） 

１．米と水を飯ごうに入れて強火にかけます。 

２．沸騰したら弱火にして10分炊きます。 

３．火を止めて10分蒸らして出来上がり。 

 

これだけなのですが、実は簡単ではありません。上

手に炊けるまでには少々試行錯誤が必要で・・・・。 

 

お米と水の量：米は家でといで来たものか、無洗米

を使います。お米の量は、この飯ごうの場合1合半ま

でです。手持ちの鍋などで炊く場合は、蓋が持ち上

がらないように石などを乗せて炊きます。水の量は

米の量の1～2割多く準備します。家で量ってペットボ

トルで持ってくると現地での作業が楽ですが、目分量

で量る方法もあります。お米の上に手を乗せて手の

甲の真ん中あたりに水面が来るくらいまで水を入れ

ます。ただ、今回紹介しているような携帯用の飯ごう

や鍋の場合、手を広げて入れることができないの

で、そこは加減が必要です。 

 

 

 

 

 

火加減：火加減もまたその日の気温や風、標高など

の条件によっても違ってくるのであれこれ研究してみ

てください。実は私も上の炊き方にたどり着く前に、

教えてもらったやり方は、沸騰してから「中火にして5

分→弱火にして4分→火を止めて10分蒸らす」でし

た。しかし、沸騰すると激しく吹きこぼれて、中火にし

ても吹きこぼれ続けるのに困り、沸騰したあと一気に

弱火する方法に変えてみました。炊く時間を少し長く

することでお米に芯が残らなったので、皆さんも是非

試してみてください。 

みそ汁と漬物 

家でみそ玉を作って持ってきてお湯を注いでみそ汁に。 

みそ玉の作り方は・・・ 

１．スプーン１杯くらいのみそを、容器に取る。 

２．かつおぶしと刻んだねぎを容器のみそに入れて混ぜ 

  る。かつおぶしとねぎの割合が多いほうが美味しいで 

  す。かつおぶしの代わりにほんだしでも。 

３．ラップに包む。 

４．漬物は好きなものを好きなだけ。上の写真はキムチ 

  ですが、１合半のご飯をペロリと平らげてしまいまし 

  た。 

 

 

 

Vol.3  ごはん、みそ汁、漬物、アジの干物 

 山で炊くご飯に即席みそ汁、漬物、アジの干物というシンプルなメ

ニューです。ご飯を炊くのに使ったのはトランギア社のメスティンという四

角いアルミ製の飯ごうです。軽く、安価で、ごはんが美味しく炊けるだけ

でなく、ご飯以外の料理にも使うことが出来るし、お弁当箱としても使うこ

とが出来ます。四角いのでお湯を沸かしてカップに注ぐときにもこぼれに

くく、ザックの中にしまう時も収まりが良いです。ただ、本体と蓋のフチが

尖っているため、購入したらまずはやすりをかけないと、調理中にケガを

する恐れがあります。火は前回、前々回と同じく山岳用のガスカートリッ

ジに小さなガスバーナーを使いました。 

南面の 

スズタケの道 

ごはん、みそ汁、漬物とく

れば焼き魚！アジの干物

を焼き網の上に乗せてを

バーナーで焼くだけです。 

山ごはんのすすめ 



富士山世界遺産センターだより１２号 
 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

継
続
的
に
富
士
山
の
総
合
的
な
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
時
は
吉
田
と
南
西

麓
の
人
穴
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
と
を

結
ぶ
神
野
路
（
人
穴
道
）
に
焦
点
を
当

て
、
調
査
活
動
を
続
け
て
お
り
、
冬
の

企
画
展
で
は
調
査
結
果
の
一
端
を
示
す

展
示
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。  

冬
の
企
画
展
に
つ
い
て 

 

令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
二
ヶ
月
間

『
溶
岩
洞
穴
を
め
ぐ
る
信
仰
』
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
山
麓
に
は
、
そ
の
火
山
活

動
に
よ
り
噴
出
し
た
溶
岩
が
生
成
し
た

洞
穴
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
北
麓
で
は

鳴
沢
溶
岩
樹
型
を
は
じ
め
計
十
二
ヵ
所

が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
同

七
年
に
か
け
て
、
相
次
い
で
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
鳴
沢
溶

岩
樹
型
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定
）
。
こ
の
う
ち
、
貞

観
六
年
（
八
六
四
）
の
〔
貞
観
の
大
噴

火
〕
に
と
も
な
う
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
が

形
作
っ
た
龍
宮
洞
穴
（
龍
宮
、
富
士
河

口
湖
町
）
や
、
承
平
七
年
（
九
三
七
）

の
噴
火
（
剣
丸
尾
第
一
溶
岩
流
）
に
よ

る
と
推
測
さ
れ
る
船
津
胎
内
樹
型
（
富

士
河
口
湖
町
）
、
吉
田
胎
内
樹
型
（
富

士
吉
田
市
）
は
、
人
々
の
信
仰
の
対
象

地
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
天
然
記
念
物

の
指
定
は
受
け
て
い
な
い
青
木
ヶ
原
樹

海
中
の
精
進
穴

し
ょ
う
じ
あ
な

（
精
進
御
穴

し
ょ
う
じ
お
あ
な

）
も
同
じ

く
信
仰
の
地
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。 

 

冬
の
企
画
展
で
は
、
前
記
の
と
お

り
、
信
仰
の
対
象
地
と
な
っ
た
船
津
胎

内
お
よ
び
精
進
穴
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
胎
内
に
関
す
る
貴
重
な

資
料
や
、
来
館
者
の
方
が
胎
内

潜
く
ぐ
り

を

疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

胎
内
の
模
型
も
用
意
し
ま
し
た
。
胎
内

潜
を
す
る
際
に
必
要
な
膝
に
当
て
る
わ

ら
じ
や
、
燭
台
等
の
貸
し
出
し
も
行

い
、
当
時
行
っ
て
い
た
胎
内
潜
が
で
き

る
よ
う
細
か
い
部
分
ま
で
再
現
し
ま
し

た
。 

             

剣
丸
尾
に
存
在
す
る
溶
岩
洞
穴
で
あ

る

船

津

胎

内

は
、
丸

藤

講

の

祖
、

高
田
藤
四
郎

た
か
だ
と
う

し
ろ
う

に
よ
っ
て
信
仰
の
場
と
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
洞
穴
の
入
口
を
覆

う
よ
う
に
建
っ
て
い
る
無
戸
室
浅
間

む
つ
む
ろ
せ

ん
げ
ん

神

社
の
境
内
に
は
、
複
数
の
石
碑
・
石
仏

が
建
ち
並
び
、
開
口
部
の
右
上
に
藤
四

郎
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
一
方
、
青
木
ヶ
原
樹
海
深
部
に
あ
る

精
進
穴
は
、
誓
行
徳
山

せ
い
ぎ
ょ
う
と
く
ざ
ん

と
い
う
行
者

が
洞
中
で
の
断
食
行
を
行
い
、
後
に

入

定

に
ゅ
う
じ
ょ
う

を
遂
げ
た
場
所
で
す
。
徳
山
が

先
達
を
務
め
た
山
臣
講
が
利
用
し
、
彼

の
供
養
塔
を
建
て
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
溶
岩
洞
穴
を
利
用
し
た
宗
教

活
動
を
、
い
つ
、
だ
れ
が
創
始
し
た
の

か
と
い
う
点
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、
今

後
の
課
題
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

 
 

船津胎内と精進穴の位置（平成24年国土地理院発行20万分の1地図 甲府） 

船津胎内 
精進穴 

船
津
胎
内
入
口 

精
進
穴
入
口 

富士山世界遺産センター企画展 胎内模型 
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初
日
の
出 

 
 

 

新
年
初
の
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
は
「初
日
の
出
」
と
「浅
間
神
社
」

を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 ● 

「
初
日
の
出
」 

 

山
梨
県
に
は
富
士
山
が
あ
り
、
そ
の
周

囲
に
は
富
士
五
湖
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
湖

も
美
し
く
、
観
光
地
や
別
荘
地
と
し
て
人

気
で
す
。 

 

そ
の
中
で
も
本
栖
湖
か
ら
見
え
る
富
士

山
は
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
千
円
札
の

裏
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
一
目
見

よ
う
と
多
く
の
人
が
湖
に
集
ま
り
ま
す
。

特
に
、
初
日
の
出
が
見
ら
れ
る
元
旦
に
は

普
段
以
上
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。 

 

元
日
の
深
夜
三
時
頃
、
本
栖
湖
畔
に
私

が
到
着
し
た
時
点
で
、
既
に
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
車
が
駐
車
を
し
て
い
ま
し
た
。
０

度
と
い
う
気
温
に
加
え
、
非
常
に
強
い
風

が
吹
く
中
、
日
の
出
を
待
っ
て
い
る
と
、
六

時
三
〇
分
頃
に
周
辺
が
明
る
く
な
り
は

じ
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
日
が
昇
る
に
つ
れ
、
深
夜
に
は

見
え
て
い
た
富
士
山
に
は
雲
が
か
か
っ
て

き
た
た
め
、
私
が
想
像
し
て
い
た
「
初
日
の

出
」
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

残
念
で
す
が
、
天
気
ば
か
り
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
大
渋
滞
の
中
帰

路
に
つ
き
、
そ
の
途
中
の
精
進
湖
か
ら
高

く
上
が
っ
た
太
陽
を
拝
み
ま
し
た
。 

 

来
年
の
元
旦
は
、
日
の
出
に
輝
く
富
士

山
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
今
か
ら
祈
る
ば
か

り
で
す
。 

 

●
 
浅
間
神
社 

 

浅
間
神
社
は
富
士
山
の
神
を
祭
っ
て
い

る
神
社
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
そ
の
な
か
で

も
笛
吹
市
に
あ
る
浅
間
神
社
と
、
富
士

吉
田
市
に
あ
る
浅
間
神
社
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

笛
吹
市
一
宮
町
に
あ
る
浅
間
神
社
（あ

さ
ま
じ
ん
じ
ゃ
）は
、
貞
観
七
年
に
成
立

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
間
神
社
の
な

か
で
も
有
名
で
、
戦
国
大
名
で
あ
る
武
田

氏
か
ら
の
崇
敬
も
厚
く
、
武
田
信
玄
は
、

こ
の
神
社
に
戦
勝
祈
願
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

 

徳
川
家
康
が
甲
斐
を
領
有
し
た
時
代
に

は
、
家
康
に
よ
り
い
ち
早
く
保
護
が
与
え

ら
れ
、
そ
の
後
も
歴
代
徳
川
将
軍
に
よ
っ

て
社
領
安
堵
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
で
も
、
新
年
に
は
初
詣
を
目
的
と

し
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

富
士
吉
田
市
に
あ
る
北
口
本
宮
冨
士

浅
間
神
社
（き
た
ぐ
ち
ほ
ん
ぐ
う
ふ
じ
せ

ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ
）も
、
富
士
山
の
神
を

祭
っ
た
神
社
で
す
。
荘
厳
な
空
間
に
加

え
、
世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
大
変
人
気

の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
九
年
に
は
、
あ
る
旅
情
報
サ
イ

ト
の
「人
気
の
神
社
仏
閣
ラ
ン
キ
ン
グ
」で

第
二
十
一
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。 

 

ご
紹
介
し
た
二
社
以
外
に
も
、
浅
間
神

社
は
日
本
各
所
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 

●
 

セ
ン
タ
ー
が
ア
ニ
メ
に
登
場
？ 

 

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

を
モ
デ
ル
と
し
た
施
設
が
、
ア
ニ
メ
「へ
や

キ
ャ
ン
△
」に
登
場
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
へ
や
キ
ャ
ン
△
主
題
歌
が
収
録
さ

れ
た
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

へ
や
キ
ャ
ン
△
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
富
士

山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
お
持

ち
に
な
っ
た
方
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

来
館
く
だ
さ
い
。 

●
 

御
朱
印 

 

現
在
幅
広
い
年
代
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
御
朱
印
で
す
が
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
で
は
、
元
日
か
ら
一
月
末
日
ま

で
、
世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
と

な
っ
て
い
る
浅
間
神
社
八
社
か
ら
い
た
だ

い
た
御
朱
印
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
あ
る
八
社
の
御
朱
印
を
一
度
に

見
る
こ
と
が
で
き
、
来
館
い
た
だ
い
た
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

精進湖から望む太陽 

浅間神社（笛吹市一宮町） 鳥居 

御朱印展示の様子 



 

 

 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 

TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

富士山環境学習支援プログラムのお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山を愛する心や環境保全の意識

を育むことを目的とした、富士山レンジャーによる富士山学習の支援事業を実施しております。交通費や謝礼は一切必

要ありません。各種研修にぜひご活用ください。 

 実施日・時間 原則として平日の毎日（年始年末を除く） ９時30分～15時30分の時間のうち30分～ 

 対象   地域住民、各種団体、 企業等、児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

 定員   最大50名まで（プログラムの内容により異なります。） 

 申込み     原則として希望日の１か月前までにお申込みください。 

            所定の申込書に必要事項を記入の上、ＦAX、郵送またはE-MAILにて送付してください。 

            申込書につきましては、以下のＵＲＬよりダウンロードできます。 

            https://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan/manabo/manabo001/index.html 

 その他 

  ・ 事前の打合せや下見等が必要になる場合があります。 

  ・ 業務の都合上、希望日に実施できない場合があります。実施時間、定員に関しては規定外でも相談に応じます。 

  ・ 申込み、問合せおよび打合せは責任者が行なってください。旅行業者等による代行は認めません。 

お 知 ら せ 

第17回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～入賞・入選作品展 

 以下の日程で、入賞・入選作品200点の作品展を行います。富士山への様々な思いのつまった年賀状を 

ぜひ会場でお楽しみください。 

 

 3月 4日（水）～3月17日（火）  ふじさんミュージアム（富士吉田市） 

 3月20日（金）～4月 6日（月）  富士山世界遺産センター北館（富士河口湖町） 

 4月 8日（水）～4月20日（月）  道の駅なるさわ（鳴沢村） 

 4月25日（土）～5月18日（月）  河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町） 

 6月2５日（木）～7月 7日（火）  四季の杜おしの公園 小池邦夫絵手紙美術館（忍野村） 

 7月 9日（木）～7月27日（月）  三ツ峠グリーンセンター（西桂町） 

 8月 3日（月）～8月31日（月）  山梨中央銀行本店（甲府市） 

 9月 2日（水）～9月16日（水）  山中湖村役場（山中湖村） 

 

※各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

※今後、他の会場でも追加開催する予定です。詳細は次のURLをご覧ください。 

      https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/event/no16_kinga.html  


